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論　　文　　の　　要　　旨

　著者は，従来の民俗誌的研究が「聞き書き」に依存しすぎてきた点を批判的に検討して，「観察」

と「聞き書き」を等価に併用する方法を提起している。この方法論に基づいて，本論文では，漁村や

山村に生きる人々の生業活動とその技術に着目して，かれらが自然と対面して獲得し伝承してきた知

識の総体たる「自然知」の世界が記述されると同時に生態学的視点から分析される。漁村では，一本

釣およびカナギ漁を生業とする人々が，また山村では多様な野生植物を利用する人々が研究の対象と

されて，かれらが育んできた精綴な自然知の世界が，自然環境の中で発揮される技能を通して明らか

にされる。その過程で，民俗分類や生業行動の特質を知るために植物分類学や生態学的手法が援用さ

れて，量的な記載や分類学的な厳密性さらには比較可能な視点を民俗誌に導入する試みが意欲的にお

こなわれている。

　本論文は，本文が序論，第一章（二節構成），第二章（二節構成），第三章（三節構成），結論から

構成され，そのほかに一四枚の表と二六枚の図，ならびに七頁のアペンディクスと引用文献目録で構

成される。

　序論では，人問と自然の関係についての民俗学的研究とは伝統的生業に携わってきた人々のもつ具

体的な自然知の世界を明らかにすることにあり，そのような問題を発見するためには「聞き書き」だ

けでなく「観察」が重要であると強調される。そして，自然知という民俗的知識が，カンとコッといっ

た技能だけでなく道具の使い方をも規定していることが簡潔に指摘される。

　第一章の「自然と民俗」では，狼の絶滅や孤猿の問題を取り上げて民俗学的捷論と科学的推論が比
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較される。前者を代表するものとして柳田国男が，また後者を代表するものとして今西錦司や伊谷純

一郎の動物社会学の成果が紹介される。この両者の方法論の違いは，狼の絶滅や孤猿の問題に対する

解釈の違いとなってあらわれてくる。だが，自然知を間題とする場合には，「聞き書き」か「観察」

かといった方法論上の問題に帰結させることは聞違いであり，むしろ，「観察」とr聞き書き」の共

振こそが現象の理解に必要であること，そのためには，生態学的手法を導入することによって，自然

知をめぐる従来の民俗学的研究の欠点が解消されることが指摘される。つづいて，「風土の民俗学」

が考察される。風土とは「解釈された自然」という立場から，その研究では心的な環境イメージの析

出が重要視される。そのために，民俗語彙の連関想起（ある地域のイーミックな解釈による語彙と語

彙，語彙と隠瞼による連想体系）の分析によって風土に迫る方法が提示される。

　第二章と第三章では，漁民と山村民の自然知が個別的に分析される。第二章一節の「一本釣漁師の

村とその生態」は山口県荻市見島の一本釣漁師の漁日誌の内容を生態学的視点から分析したものであ

る。ここでは，漁場の空間構成とその認識方法，魚種，ならびに漁務活動がブラウン・ブランケ法に

よって分析される。こうして，一本釣漁師の活動空聞を漁師の内面的世界に即して再構成し，漁民の

漁行動が膨大な自然知の上に成立している高度な技能的世界であることが論証される。

　第二章二節の「漁民とその民俗空間」では，島根県美保関町軽尾のカナギ漁と一本釣といった伝統

的漁法の漁場空聞が分析される。カナギ漁は，箱メガネで海底を見ながら種々の遭具を使ってアワビ，

サザェ，ワカメ，モズクなどを採集する漁法である。これらの伝統的漁法は，網漁と比べて積極的な

漁法であり，漁場の無機的環境（海底構造，潮流などの知識）と魚貝藻の生態（漁民の魚類分類、生

態的知識）に関する知見を墓盤にしている。したがって，この漁法の漁場空聞は，山アテといった特

有な位置確認の方法，魚の民俗分類，様々な副次的技法などが複合した固有な民俗空間となっている。

　第三章の「山の民俗自然誌」では，山村における植物民俗にみられる自然知と技能が取り扱われる。

一節の「中国山地の植物民俗とムラ」では，岡山県湯原町粟谷における資料が提示される。植物の方

名を植物分類学にもとづいて整理して、野生植物の民俗分類体系が生育場所や生態に関する情報を喚

起する仕組みをそなえていること，地形の民俗分類は野性植物の民俗分類と重合すること，が結論づ

けられる。さらに，野生植物の利用様式は，食物・民聞薬。祭司用・道具の素材に大別できるが，そ

れらには各目的に応じた素材選択の論理が働いているだけでなく，この論理には時代が遡るにつれて

明確になるという時代差が認められること，さらにはこの選択の論理の背後には詳細な生態的知識に

裏打ちされた自然知の世界が展開していることが論証される。二節では中国山地の山村とは植生の異

なる四国山地の事例（徳島県穴喰町船津）が扱われ，同位素材という概念を用いて植物利用体系が分

析される。

　そして，第三章三節の「植物民俗にみる地域差」において，申国山地と四国山地の異なる環境の野

生植物利用の体系が比較検討されて，それぞれの環境に適応的な利用体系が析出される。さらに，野

生植物利用体系の相違いから類型論を展開して，両山地は同じ照葉樹林帯に属するが，二次林の植生

区分では前者はナラ帯に後者はカシ帯に属する。自然環境のうち生活に大きな影響を及ぼした二次林

の相違に着目することが，野生植物の利用体系における地域的偏差を分析するためには重要である，
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と指摘される。

　緒論は，民俗学の方法論的問題が議論される。民俗分類や民俗行動を生態学の手法を援用して客観

的に分析することは有効である。しかし，自然知や技能といった民俗的知識の研究では，「聞き書き」

と「観察」を共振させることが重要である。また，野生植物利用体系にとって意味のある植物学的な

環境区分は，自然林と二次林から構成されるものであるが，常緑広葉樹林のなかでもナラ帯，カシ帯，

混合林といった人為的援乱をうけた二次林の存在に着目することが重要である。したがって，自然知

の民俗学的研究では，「聞き書き」の記述と「観察」結果の生態学的表現によって構成されるべきで

あると指摘される。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文は，自然知を民俗誌的手法によって取り扱った意欲的な研究である。聞き書きに依拠してき

た従来の民俗学的手法では，自然知の比較研究は隈定的なものとならざるえないので，新たな方法論

が必要とされる。篠原氏は，生活総体のなかで自然知をとらえるという民俗誌的手法ならびに生態学

の視点と分析手法を援用することで比較可能な論述の展開を試みている。

　本論文の特色は，ユ）自然知が具体的にどのように機能するかを海や山の自然という環境の中で発

揮される技能を通して記述したこと，2）漁民の自然知は，一本釣とカナギ漁の詳細な聞き書きと観

察結果にもとづいて，漁場の民俗空聞と漁民の行動を相互に関係づけるかたちで記述され，しかも生

態学的手法によって分析がくわえられたこと，3）山村民の自然知は，野生植物の利用と民俗分類を

周囲の環境との認識連関の視点から分析されたこと，4）自然植生の類型よりも二次林の植生区分と

のからみで野生植物の利用とその民俗分類を比較考察したこと，そして5）植物利用体系上意味のあ

る環境区分を提言して、環境利用の地域差や生業差を析出したこと，などに認められる。

　しかし，民俗誌的研究では知識の獲得とその伝承のプロセスが重視されるが，本論文では個人の自

然知がどのように形成されたのかという生活史に着目した資料提示と分析において弱さがあり，民俗

的知識の一つである自然知を生態学的手法で比較可能なかたちで分析を加えているため，生態学的整

合性が強調される傾向が強くなってr民俗の論理」といった個別性と特異性を十分に描きえなかった

ことなど，今後問題とすべき諸点もふくまれている。

　本論文は，残された課題があるにしても，生態学的視点から民俗自然誌を把握しようとした博士論

文として十分独創性があり，学会への貢献がおおいにあると認められる。

　よって，著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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